
 

 

「本当？」  太陽光発電専門校で話を聞いた際の第一印象でした。 
  

 

１年半前の私は、仕事はあることはあるが、見積ばかり。 

決まっても金額が叩かれているので安くて儲からない。 

業界全体が右肩下がり。当時のビジネスモデルでは、先行きが不安でした。 

このまま続けて将来家族を養っていけるのだろうか？ 

 

そんな漠然とした不安が頭の中を渦巻いていたときに専門校の存在を知り、話を聞きに行きました。 

 

その時にこんな思いがよぎりました。 

 

 

 「今の業務の延長線上に、 

5 年先、10 年先、20 年先、明るい未来が開けているのだろうか？」 
 

 

私はハタと気がつきました。「自分の人生は自分しかかえられない」と 

もし、あなたがこのような状態に覚えがあるなら、私と同じように専門校の扉を叩いてみるべきです。 
 

専門校の授業では、太陽光の施工を長年経験している講師から様々な実例を教わることができました。 

また、校内実習で本物のパネルを使用して反復練習をしたことで、自信に繋がりました。 

講師の方から時折厳しい指導もありましたが、その事が今の事業に役立っています。 
 

 

今、太陽光発電業界はきちんとした施工ができれば、仕事はいくらでも取れる状況です。 

 

 

きっとあなたが驚く、太陽光発電産業という「新産業革命の息吹」を感じられることと思います。 

 

やればやっただけ収入もやりがいも跳ね返ってくる世界は楽しいです。 

一緒にこの業界を盛り上げましょう。 
 

 

（平成２３年７月１９日 神奈川県相模原市自社事務所にて） 


